
 

 

はじめに 

各務原市は、これまで岐阜県随一を誇る製造業集積により発展を遂げてまいりました。 

企業体の集積はもとより、航空機やロボット、医療機器といった先端産業に加え、自動車、

工作機械と、それらを支える素形材産業など多種多様な業種が存在するのが、本市の「も

のづくり産業」の特徴でもあります。 

その産業構造を詳細に分析し、本市の強みである製造業と、発展を促したい商業・サー

ビス業を支えるため、新しい考え方や産業振興手法を示し、本市に相応しい産業振興プラ

ンとして「各務原市産業振興ビジョン」を平成 20 年 3 月に策定しました。 

当時のビジョンは、本市を取り巻く環境や課題を踏まえ、産業構造を詳細に分析し、象

徴的な 6 つの柱と具体的な 30 本の事業にまとめたものでした。そして、平成 29 年で策定

から 10 年の時を経て改定の時期を迎えました。 

ビジョン改定にあたっては、これまで展開してきた様々な事業の成果と効果を検証し、

そして見えてきた課題の整理を行い、加えて意欲的な取り組みを通して得てきた産業界の

ニーズを反映し、基本指針として定めました。 

基本指針には、時代の経過に伴う産業の潮流をしっかりと捉え、今後の 10 年間で本市が

とるべき産業振興政策の考え方を示しています。 

また、現在、産業界では「IoT（Internet of Things）」と呼ばれる IT 社会の新たな概念

を核として、第 4 次産業革命の真っただ中にあります。こうした新たな動向にもしっかり

と目を向け、これらがこの先、どのように評価されるのかをも十分に検証し、10 年後にお

いても色褪せない本市の普遍的な産業振興の羅針盤となる新たなビジョンを策定しました。 

今後、改定したビジョンに基づき、様々な事業を展開することで、本市産業の活性化は

もとより、企業をはじめ、産業に携わる皆様が活力にあふれ、発展し続けることを目指し

て全力で取り組んでまいりますので、一層のご理解とご協力をお願いいたします。 

結びに、本ビジョンの策定にあたりましては、ご尽力を賜りました各務原市産業振興懇

談会委員の皆様をはじめ、多くの知見をご提供いただいた全ての皆様に心からお礼申し上

げます。 
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